	織物卸売業


減少傾向にあった販売高は平成22年に下げ止まり、その後は横ばいで推移している。
織物生地は、低価格志向が続く中、日本製高品質の生地、円高で割安感が出ている欧州製生地にも動きがみられる。また、商品企画では機能加工素材を絡めた生地提案が順調である。
仕入価格は、23年に綿織物等一部商品で高騰したが、現在は落ち着いており、さらに、販売数量が底堅く推移していることや、単価の持ち直しから、収益面ではやや改善している。

業界概要
織物卸売業が扱うのは、綿、毛、麻、絹、合繊等の織物生地やニット生地である。ニット生地は編物であるが、産業分類上は織物卸売業に含まれる。

生地の用途は、アパレルを中心に、寝具、インテリア、傘、袋物、産業資材等幅広い。

仕入先は、同業の卸売業者(商社を含む)、紡績メーカー・合繊メーカー（織布や編立も外注又は内製で行う企業）、織物業者（及びニットの編立業者）であり、販売先は、同業の卸売業者、アパレルメーカー、ＳＰＡ(製造小売業)である。なお、アパレルメーカー、ＳＰＡとの取引では、間に卸売業者を介する場合もある。

仕入れた生機（きばた）は、そのまま販売するのではなく、生地の柄やデザインを主に自社のリスクで企画し、外注を利用して、染色やプリント加工を行い、テキスタイルにして販売する。このほか、同業者からテキスタイルで仕入れる場合もある。

販売はテキスタイルで販売する場合が多いが、一部では協力工場へ外注し、縫製して製品化する例もある。ただし、自社企画で行うのはリスクが大きく、また、販売先と競合する場合もあるため、ＯＥＭでアパレルメーカー等から受託するのが一般的である。
平成19年における大阪府内の織物卸売業の事業所数は756、従業者数は6,773人、年間商品販売額は１兆933億円、対全国比はそれぞれ22.7％、27.8％、48.9％で、いずれも全国第１位のシェアを占めている（経済産業省『商業統計表（産業編、都道府県表）』）。

業界団体として日本織物中央卸商業組合連合会があり、東京、名古屋、京都にそれぞれ織物卸商業組合がある。大阪地区では、大阪織物卸商業組合、大阪アパレル協同組合、大阪ニット卸商業組合の３組合が19年に合併し、新たに協同組合関西ファッション連合が設立された。

大阪地区の特徴は、生機の調達、テキスタイルへの加工、縫製等、流通加工の拠点として有利であることであり、一方、最終製品の消費市場の大きさ、ファッション・商品企画情報では東京地区の方が優位にある。

販売高は横ばい　
販売高は20年、21年は落ち込んだが、22年は小幅な減少にとどまり、下げ止まった。23年３月の震災後は消費マインドが冷え込み、販売先であるアパレルメーカー等では春物の不振から、その後の取引を抑制する動きもみられた。しかし、夏以降は持ち直し、23年全体としては前年比でほぼ横ばいとなった。
24年に入ってからもこの基調は続いており、販売高は前年同期比横ばいで推移している。

取扱商品をみると、低価格志向が続く中、日本製の高品質の生地、円高で割安感が出ている欧州製生地にも動きがみられる。また、商品企画では節電、クールビズ、ウォームビズも反映して機能加工素材を絡めた生地提案が順調である。

輸入は増加後、一服、輸出は横ばい
織物の輸出入について、23年値では、合繊織物が輸入量の６割強、輸出量の７割強を占めており、綿織物を中心とした天然繊維の織物は少ない。

輸入は22年、23年に前年比で増加した後、24年は一服傾向となった。一方、輸出は21年に減少したが、その後は、ほぼ横ばいで推移している。
円高下でも輸出への影響は少なく、ほぼ横ばいで推移しているのは、中国等で縫製するために日本から現地へ輸出される生地があることや、中東や欧米では日本製生地に対する需要が根強く、非価格競争力があることも背景にあるようである。なお、中東向けでは日本からでなく、海外の現地法人からの輸出へ移行する動きがみられる。
国内調達と海外調達

仕入先について、ニット生地は引き続き、国内調達が中心であるが、織物生地では、海外調達の比重を高めている企業がある一方で、国内調達にこだわる企業がみられる。

厚地の綿織物（用途はカジュアルウェアやワーキングユニフォーム等）を扱う企業では、生地の海外調達の比重を高めるとともに、縫製もアパレルメーカーのＯＥＭで受託し、生地の調達先である中国の協力工場へ発注されている。

薄地の合繊織物（主にポリエステル素材で、用途はファッション性のある高級ブラウスの生地等）を扱う企業では、生地の国内調達にこだわっている。同社は中国にも拠点をもつが、日本製テキスタイルの中国市場への販売及び第三国への輸出拠点と位置づけている。

収益はやや改善

仕入価格は、綿花高騰の影響を受けた綿織物を中心に23年央まで上昇したが、現在は落ち着いた動きとなっている。また、染色加工の外注価格は、加工場の加工能力やエネルギー価格の影響を受けてきたが、現在は概ね安定して推移している。こうした中、販売数量が底堅く推移していることや、販売単価が持ち直していることから、収益面ではやや改善している。

従業者数は微減傾向ながら一部では増加
従業者数は長期的に減少傾向にある企業が多い。ただし、一部企業では、テキスタイルのデザイン企画やアパレルメーカー等への営業活動に情熱・意欲をもつ人材が販売増加の決め手になるとして、積極的に新規採用を行う例がみられる。このほか、中国等に現地法人を設置している企業では、ナショナルスタッフ、日本人スタッフともに増員している例がみられる。
テキスタイルデザインの企画力強化に向けて

テキスタイルデザインの企画力・提案力向上のため、社員の教育・研修に力をいれる企業は少なくない。

高級婦人服の生地を扱う企業では、海外（パリ、ニューヨーク、上海、北京等）で開催されるほとんどの展示会に出展するとともに、自社の社員を毎回、10数人の規模で派遣し、社員の感性を磨かせている。また、同社では欧州の美術館や国内の織物デザインセンターとも提携し、オリジナル企画の開発、提案に努めている。

営業活動の効率化

生地の豊富な品揃えと短納期対応に力を入れる企業では、効率的な商談・取引と在庫コストの抑制を図るため、よりレベルの高いＩＴシステムの構築に取り組む例がみられる。
ファッション性の高い婦人服地を中心に扱う企業では、ショールームや見本帳の充実に加えて、倉庫内生地の在庫照会及び受発注をパソコンから行うシステムを構築する例、手芸用切り売り生地も扱う企業では、会員登録をした顧客（企業、個人）がインターネットで生地見本を検索し、発注できるシステムを構築する例がみられる。
このほか、プリント生地を扱う企業では、同上のシステムに加えて、必要な生地見本をその場でインクジェットプリンタで短時間で作成するサービスを行っている。

今後の見通し

アパレル製品等の国内販売高は、昨年に比べて一服感がうかがえるが、有力企業では回復傾向を見込む企業が少なくない。
長期的にみると、中国、アセアン諸国の繊維工業が進展する中、中間素材である生地の日本国内での流通は減少が懸念される。
ただし、ファッションニーズの多様化、多品種小ロット化、短納期化への対応、商品企画や在庫のリスク分散において、当業界が果たす役割は引き続き大きい。このほか、中小規模のアパレルメーカー等と連携し、海外の繊維工業を活用する事業においても、当業界では主導的な役割を果たしている企業が少なくない。

今後の事業展開において、これらへの対応力強化が重要となっている。　　　　　　　　　（松岡　信明）
[image: image1.emf]平成20年 2,463,194(-13.4) 2,516,418(-10.9)

    21年 2,187,950(-11.2) 2,234,457(-11.2)

    22年 2,130,968(- 2.6) 2,189,341(- 2.0)

    23年 2,130,749(- 0.0) 2,187,732(- 0.1)

24年１～５月 879,830(- 0.9) 913,286(+ 0.2)

資料：経済産業省『繊維・生活用品統計月報』

(注)　上記統計の参考統計「繊維流通統計」より。

(単位：千㎡、％)

　　　対象は従業者10人以上の卸売企業。

　　（　）内は前年比、前年同期比。
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[image: image2.emf]平成20年

1,681,471

(-10.0) 996,488(- 0.4) 1,067,055(- 8.6)

    21年

1,200,992

(-28.6)

803,942(-19.3) 818,224(-23.3)

    22年

1,071,643

(-10.8)

911,294(+13.4) 806,895(- 1.4)

    23年

1,193,508

(+11.4)

1,063,330(+16.7) 831,884(+ 3.1)

24年１～５月 497,966(+  1.1) 430,874(- 3.8) 321,780(- 0.1)

　　　輸出入量は、統計品別表の品目コード「50～55」内の「織物」。

(単位：千㎡、％)

国内織物製造業者の出荷高、全国の輸入量・輸出量

国内織物製造業者

の出荷高

織物輸入量

(注)　出荷高は従業者10人以上の織物製造事業所の分。

　　　財務省『貿易統計』

資料：経済産業省『繊維・生活用品統計月報』

　　（　）内は前年比、前年同期比。

織物輸出量
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